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傍聴の流れ【動画】 議会中継 会議録検索システム

かわさきの新たなランドマーク
川崎市内を一望できる展望ロビー・スカイデッキを公開

市民代表の議員が熱い議論を展開する議場

「議会かわさき」広報キャラクター
のおよよんが川崎市議会の傍聴の
流れをご紹介します。

新庁舎は、震災対応にも優れ、大規模災害時にも
市民への情報発信、生活再建・復興の中枢拠点
として役割を担います。

南東方向には、横浜ランドマークタワーやベイブリッ
ジ、つばさ橋、また天気の良い日には富士山を一望
することができます。

議員席後方の傍聴席は、１００名が議会の進行を
見ることができます。また、親子席が設けられ、
小さいお子さんと一緒でも安心して議会をご覧い
ただけます。

議場内「演壇」からの風景。代表質問や討論など
おこなう時に使用されます。議場や委員会室では、
市民生活に直結する様々な課題を活発に議論され
ています。

北東方面には、六郷河川敷や新宿に東京都庁、羽
田空港の航空機離発着、東京タワーやスカイツリーな
どが一望できます。

開催中の会議および過去の会議
をご覧になれます。

川崎市議会の本会議・委員会等
の全発言を対象に言葉で検索でき
ます。

　新庁舎２３階・２４階部分にあ
る市議会議場は、各区選出の
議員 60人が市民の代表として、
活発に論戦が繰り広げられてい
ます。
　新議場では、新たに採決に
おける押しボタン方式を採用し、
大型スクリーンに各議員の賛否
が色分けして表示されるなど、
採決態度が鮮明になりました。

　１９３８年に竣工した川崎市庁
舎は、７５年の歴史に幕を閉じ、
新たに地上２５階、地下２階、
高さ約１１７ｍの新庁舎が誕生。
　新庁舎２５階には、地上１１０
ｍの高さから市内を一望できる
『展望ロビー・スカイデッキ』が
設置され、市内は勿論、東京
都内、羽田空港やスカイツリー、
横浜ベイブリッジから富士山に
至るまで眺望が楽しめます。ど
なたでも利用でき、入場無料。
【展望ロビー公開時間】
　午前９時～午後９時まで
　（土日祝日含む）
※設備点検や悪天候時には展望フロアー
を閉鎖することがあります。
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川崎市新多摩川プランの
改定に向けた検討状況

川崎市「緑の基本計画」の
改定に向けた検討状況特集



川崎市新多摩川プランの改定に向けた検討状況
　川崎市新多摩川プランは、多摩川を「ふるさとの川」として位置づけ、その歴史的・文化的・環境的な資源を活かしながら、憩い・遊
び・学びの場を創出することを目的とした計画である。川崎市は、このプランを、国の多摩川水系河川整備計画や川崎市都市計画マ
スタープラン、緑の基本計画、景観計画などと整合させながら推進してきました。

自然・治水と利活用の両立という課題

市民協働とマナー問題への対応

　多摩川は、国の直轄管理区間であり、河川整備
計画に基づく治水対策や自然環境保全が最優先
される一方、川崎市は河川敷の運動施設再整備や
バーベキュー広場、社会実験「カワノバ」など、賑わ
い創出の取り組みを拡大してきました。これらの取
り組みは、市民が水辺を楽しむ機会を広げる一方
で、バーベキュー利用者によるゴミの不法投棄や

騒音といった生活環境被害を生み出しています。
登戸で社会実験している「カワノバ」も、地域課題
の解決と水辺の賑わい創出を同時に目指すことと
して、自然・治水上の制約を踏まえつつ、どこまで
利用拡大を認めるかという調整が改定の大きな論
点と言えます。

　新多摩川プランは、多摩川プラン推進会議や水
辺の楽校、流域自治体との連携など、市民協働と
流域連携を柱として進められてきました。しかし、
実際の河川敷利用では、バーベキューやイベントに
伴うマナー問題が顕在化しており「市民参加によ
る賑わい」と「地域生活の静穏」をどのように両立
させるかという課題が残っている状況です。
　改定にあたっては、市民や事業者、流域自治体
などと多様な主体の役割分担や責任をどこまで明
確に示すか、また、ルールづくりや見回りなど運営
面まで踏み込んで記述するかが問われています。

　新多摩川プラン改定の課題は、第一に、国の治
水・環境政策と河川敷利活用のバランス、第二に、
市民協働の推進とマナー問題への対応、第三に臨
海部や駅周辺の都市再生と連携した多摩川像の
再定義、第四に、関連計画の改定スケジュールと整
合した計画評価・改定の進め方に整理できます。
　これらをどのような優先順位で組み立て、次期
プランに具体的な目標や指標として落とし込むか
が、今後の川崎市にとって大きな政策課題となっ
ています。

川崎市「緑の基本計画」の改定に向けた検討状況
　川崎市「緑の基本計画」は、平成７年10月に初代「川崎市緑の基本計画（かわさき緑の30プラン）」を策定し、平成20年３月、さらに
平成30年３月に改定がおこなわれてきた。少子高齢化の進行や都市の高密化、気候変動に伴う猛暑や豪雨リスクの増大、国による
都市緑化法等の改正など、緑を取り巻く社会状況が変化してきた中で、現在、基本計画の改定が検討されている。

「緑の基本計画」改定の背景
　様々な社会情勢が変化してきた中で、今回「緑
の基本計画」の改定は必然的なこととして捉える
必要があります。川崎市内では、公園整備の進展
や市民協働による緑化活動など一定の成果があげ
られてきています。一方、地域間での緑量格差や

既存公園の老朽化・管理負担の増大、生物多様性
の保全やヒートアイランド対策への緑の活用など、
新たな課題も顕在化しています。これらの状況を
踏まえ、市は次期計画を令和10年３月に改定する
ことを目標に検討を進めています

計画進行における進行指標
　緑の基本計画改定に向けた考え方として、「生
物多様性につながるみどりの基盤づくり」「みどり
をつなげる人の輪づくり」「みどりの価値を実感で
きるまちづくり」の３つの基本施策を定められ、み
どりの将来像の実現を目指すとしています。改定

の中では、進行指標として「緑の総量」を掲げ、緑
の対象範囲として、暑熱対策や大気汚染物質の吸
着量、樹木の形状の管理等も反映できる可能性の
ある樹冠被覆率の導入を調査、検討するとしてい
ます。

　これらをベースに、環境審議会の答申や市民意見を踏まえて、今後「改定案」が作られ、パブリックコメ
ント手続きなどを経て正式な改訂版が策定される流れになります。

【論点区分】 【主な検討内容】
〇質の高い緑基盤
〇緑のネットワーク
〇協働の仕組み
〇企業共創・連携
〇みどりの価値

〇緑被率のあり方、緑地保全と利活用、公園配置
〇エコロジカルネットワーク、広域連携
〇ボランティア制度再構築、公園の場づくり
〇民間と連携した拠点づくり、緑化基金の在り方
〇グリーンインフラ、暑熱対策

※樹冠被覆率とは・・・上から見たときに「枝葉が地面を覆っている割合」を示す指標


